
正し < 使って 
上手に節約！ 


覇麵 




[強制通気お開放す石ミ由ストーブ'] 


お買い上げいたださ、まことにありびとラ 
ございます。 

お使いになる前に必すこの取扱説明書を 
お読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、ご使巧になる方 
びいつでを取り出せる場所に、保証書と 
巧に大切に保管しでください。 


保証書別添寸 


曰常の点検-ま入れのしかた . 23 

保管(長期間使用しないとぎ） • 廃棄のしかた…25 
が障-異常の見分けかたと処置のしかた……26 

部品交換のしかた . 29 

部品のごを文のしかた . 29 

定期点検のおすすめ . 29 

仕様 . 30 

保証とア フターサー ビス . 30 


つ化かず 


エフタ’ブリュー 


エル エツクス 


FW-375LX 

FW-475LX 

FW-575LX 


A 危険 ■ 

戀 

ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 
KEROSENE 
ONLY 


© 

換気が要 

1時間に1~吕回 

「寝るとま消义] 
をプレー生厳禁〕 

A ま意 

変質した持ち越しのミ由 
使巧厳禁 


©魚《« 



るをのために必すお巧0 < ださい- 

各部のなまえ . 

使用する場所 . 

使用前の準備 . 


運転を開始するとさ . 

運転を停止するとさ . 

設定温度を上げるとき-下げるとき- 
チャイルド□ックを使用するとき… • 

運転を延長-継続するとぎ . 

現在時刻を台わせるとぎ . 

タイ7—運転を使用するとぎ . 




•その他 


ほ用方法 














































































































ご使用前 安をのために必ずお守り< ださい 


この取扱説巧書にある項目は、后巧の程度によって次の3搜階に区分しでいまず。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラち巧、 
または义災のち巧かちし迫っで生じることび想定される内容を巧しています。 

A 警告 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ 
巧能性、または义災の可能性び想定されるの容を巧しでいます。 

/K ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や 
物的損害の発生び想定される内容を巧しています。 


本交かの7—クは、なの意味を表しまず。 


000(1)® 

> 

この7—クは、してはいけない r 禁止 J を表しでいます。 

〇爲處 

このマークは、必ず実行しでいただく r 指示 J を表しでいます。 

A 


A 危険 (danger) 


ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い;ぶは絶巧に使巧しないでください。 
义がの原因にな0ます。 


參 


么警告 (WARNING) 


換気必要 

換気せずに使巧を続けないでください。 
酸素び不足すると不完を燃焼し、一酸化 
炭素などび発生してか養になるおそれび 
あ0ます。また、现幼巧や呼吸器疾患な 
どの方は、化調不良になるおそれびあり 
ます。 

窓の凍結、巧下室など換気び十分に巧そ 
ない場所では、使巧しないで<ださい。 



© 


スプレーを 厳禁 

スプレーあや力たツトこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
<ださい。 

熱で宙の圧力び上びり、爆 
発し、ち巧です。 


0 



S, 


巧類のを燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧し 
ないで < ださい。 

巧類び落下して义びつき、 
义災の原因にな0ます。 
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夕 



ご使用前まをのために必ずお守りください 


ご使用前 


/^警告( WARNING ) 

活風が出□をふさびない 

衣類、紙などで湿風吹化□や 
燃焼*温風空気取入□をふさ 
びないでください。また、ス 
卜ーブガードをご使巧のとぎ 
は、囲いに干し物を掛けたり 
しないで < ださい。 

異常燃焼や义巧の原因にな0 

ます。 函〇 

寝るとを消义 

寝るとぎやが化するときは、 
必ず消义してください。 
予想しない事巧び発生する 
おそれびあります。 

1^0か 

可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使巧しでい 
る部屋で、巧燃性ガスび発生 
するをの（ベンジン、シンナ 
— )、スプレーを使巧しない 
で < ださい。 

义災やが障の原因になります。 


么注意 (CAUTION) 


設置 


可燃巧との距離を離す 

図に巧すフアンヒーターの周囲には可燃物を置か 
ないで < ださい。 

义災の原因にな0ます。 



〇 


(化平でなまな巧面に設置） 


カーテン、可燃巧巧接禁止 

力ーテンや燃そやすいちののそばな 
どでは使巧しないでください。 
义災び発生するおそれびお0ます。 



巧の場所では使用しない 

义巧や予想しない事巧の原因にな0ます。 


0 


振動の激しい場所 

化平でない場所、不安定な 

場所 

不安定な物をのせた棚な 
どの下 

風のあたる場所、部屋の出 
入□、匡巧 

人のいない場所 、入び友た 
たまる目的な巧での場所 
(温室、飼胃室など） 

可燃性ガスの発をする場所 
またはたまる場所 


义災の原因になります。 


>おの凍結などのため、換気 
び十分に巧元ない場所 
お巧や巧し入れなど、ファ 
ンヒーターび囲われる場所 
>ほこ0•湿気•金属粉のを 
い場所 

標高1,000 m な上の高が 


直射曰光のあたる場所 
巧•美容院、ク U — ニング 
店、はんだ巧け作業巧、メ 
ツキ-塗装工場などスプレ 
一や化学薬品を使ラ場所 


不完を燃焼の原因にな0 
ます。 


巧障や予想しない事巧び 
発生する原因になります。 


ご使用前ま全のために必ずお守りください 


2 










































































ご使用前 安をのために必ずお守り < ださい 


么ミ主意 (CAUTION) 


2使用時 


巧動ずるとまのを意 


フアンヒーターを移動するときは、 
义を'消しで力ート U ツジタンク 
を取り化し、傾けないよラに静 
かに運んでください。 

な巧びこぼれると义巧の 
原因になります。 


:つ I 一静 

〇 



孤 


異常時使用禁止 

臭い、すすの発生、がの 
色など異常を感じたとぎ 
は使巧しないで<だ A 
さい。 

異常燃焼のおそれび 
あります。 



運搬ずるとをの注意 

フアンヒーターを運搬するとぎは、力ート 
U ツジタンク. 巧受皿巧のな巧を 
巧いて < ださい。 

運搬の透かでななびこぼれで周囲 
を巧すおそれびあ0ます。 


〇 


フアンフイルターは必ず使用 

フアンフイルターを取り 
がした状態で使巧しない 
で < ださい。 

内部にほこ0かたまり、異 
常燃焼の原因になります。 



0 


シリコーン配合商品を使用しない 

ファンヒーターを使巧しでいる部屋や隣接する 
部屋では、シ IJ コーン配さ商品を使巧しないで 
ください。異常燃焼のおそれや着义5ス、途中 
消义、換気サイン点滅の原因になります。また、シリコーン 
配さ商品び原因で修理を依頼されたとぎは、な註期間かで 
をな証の巧る巧とな0ます。 

シリコーン配ち商品とは、化粧品類(ヘアトリートメント、巧 
毛コート剤などのヘアケア製品、保湿田クリームなど)、家 
具などのつや化し剤、肪かスブレーなどです。 


電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコン它ントに根元まで巧実に差し这み、傷ん 
だプラグやゆるんだコン它ントは使巧しないでください。 
义災の原因にな0ます。 

めれた寺での巧き害しは 
しないで < ださい。 

感電の原因にな0ます。 



〇 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如そ 
た0、重い物をのせないでく 
ださい。また、高温部に巧ブ 
けた0、束ねたまま使巧しな 
いで < ださい。 

電源プラグを巧くとさは、コ 
—ドを持って弓 I ぎ巧かないで 
ください。 

义災や感電の原因になります。 



高温部接触禁止 

燃焼かや消义直後は温風吹 
化□に手など曲れないでく 

が古し、 

やけどのおそれびあ0ます。 



温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間おたらない 
でください。巧にお寺様や、 
病気の方なと’びご使巧のとぎ 
はを意して < ださい。 

ほ湿やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 

& 




本巧巧に指や異物を 
入れない 

温風吹化□や燃焼*温風空気 
取入□に指やな燃物-針■をな 
どの異物を入れないでくだ 
さい。 

けびややけどを負ったり、义 
災-感電の原因になります。 



ご巧用前まをのために必ずお守りください 


— 3 — 


ご使用前 


么注意 (CAUTION) 


3 給な時 


給油時消义 

义災のおそれびありますので、 
給油は必ず消义し、义の気の 
ないところで巧なつで<だ 
さい。 



油漏れ確認 

□をは巧実に閉めでくださ 
い。□をを下にしで;ち漏れび 
ないことを確力、めで <ださい。 
□をを斜めに閉めたりすると 
簡単に□をびがれて、义災の 
おそれびあります。 



変質な油使用禁止 

変質な巧(持ち越したな巧な 
ど)、不純な'巧(な巧な巧の巧 
•化-ごみび混入したながな 
ど)を使巧しないでください。 
異常燃焼のおそれびおります。 


0 


4点検-ま入れ-保管-廃棄 


ほこ0の除去 

フアンフイルターは過に1回 
な上必ず掃除して < ださし、。 
ごみ、ほこりなどび付着す 
ると異常燃烧のおそれびあ 
ります。 



分解修埋•改造の禁止 

巧障-破損したら、使巧し 
ないで<ださい。また、お 
客様自身による修理やな造、 
巧おはしないで < ださい。 
不完をな修理や改造はち巧 
です。 



保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとぎや、 
保管するときは、必ず力一 
トリ ツジタンク. 巧受皿巧の 
ななを巧ぎ、おけた0横倒 
しの状態で保管しないで< 

がか,、 

义巧のおそれびあ0ます。 



〇 


棚プラグのお手入れ 
をする 

ときどぎは電源プラグを巧ぎ、 
ほこりやを属物を除去しで 
<ださい。 

ほこりびたまると湿気など 
で絶縁不良にな0、义災の 
原因になります。 

グを〇 


長期間使用しないとま 
は電源プラグを巧く 

長期間使巧しないとぎは、 
電源プラグを巧いて < ださい。 
义炎や予想しない事巧の原 
因になります。 


處 


廃棄ずるとを 

フアンヒーターをお案処分 
するとぎは、必ず力ートリ 
ツジタンク.巧受皿ののな 
巧を市販の給なポンプなど 
で巧いでください。 [25^ 

な巧び入ったまま 
巧案すると、リサ 
イクルの隐、思わ 
め事巧になるおそ 
れびあります。 


〇 


一4 — 


ご使用前まをのために必ずお守りください 


























































































ご使用前 各部のなまス 




温風吹出 □ 



ミを受皿商^ 



ご使用前各部のなまえ 


※外観図は機種により若干異なります。 


ご使用前 


( I 背面） 



® 運転中高温になる部分(ごま意 < ださい) 
@点検-手入れび必要な部分 


ご使用前各部のなまえ 


























































































〇〇 


操作部 



時刻設定ボタン 

消臭ランプ ® 
Pl 6^ 


消臭モニター 


11： 


温度/時刻調節ボタン 

丘7ぺみ欧召 > 軒石 > 


運輯ランプ ( ホ） 


設定温度 室肉温度油量モニタ- 


と ! と ! ぶと!曾 

フィルター時刻合だタイマーさせ空 

Sfa .4 il 8：88 




チャイルド□ック 


I 3拽 }= 甲し ]) ひなえめ ]) 


か） 

チャイルドロックボタン 

08^ 



II 5ベ - ジ〉 II 6ぺ - ジ > 122ベ-み 

か） 

運転入/切スイッチ 

Pl 5^[ l 6^ l 2^ 


タイマ-) 


か)） 

-タイマーボタン 
\22^ 

タイマーランプ 

嚴 


づ,)） 

運乾延長ボタン 


II 9ベ-み 

^運輯延長ランプ® 

09^ 


ひかえめボタン 
ひかえめランプ 

※表示部は説明のため、すべで表示した状態です。使巧中に、すべで表示することはありません。 


づリ)音声メッじージについて 


ボタンを操作したときや、異常を検巧したときなどに音声でお知らせします 

〇本文中の印))7— クは、音声でお知らせすることを表しでいます。 

〇23通りの音声でお知らせします。メッじージの一覧は、9ページをご覧ください。 

音声メッじージによつでは、音声メッたージの前に「ピッ_!や「メ□ディ ー_! び鳴ります。 


た ^ えド ... 

-運弦を開始するとま 



「ピッ L 「運転を開おします 。 J 



給油のお知らせのとき 

i 由量モニター 



「 / っ N 、 「な '; 由びなくなりました。 

給 '; 由しでください 。 _L 


ご使用前 各部のなまス 


ご使用前各部のなまえ 




ご使用前 


〇〇 


表巧部 



設定 - 室内温度表示 - 


エラーま示 127が ‘ > - 


設定温度室の温度 I 油量モニタ - 


換気サイン国苗） 


フイルターサイン阿 ^ 


待機中表示31 ^ 




陪 


満ち 2- 


フ < 叱ミ -協刻合せタイマー合せ 


待機中 


チャイルド□ック 


チャイルドロックサイン 


?1 18*00 


内! 


巧量モニター 


か） 


給油サイン西互） 


時計表示 

- 現巧時刻表示顶 ^ 


時刻させ表示 120ベ - ジ〉 


タイマーさせ表示回 ^ 磨 ^ 


※表示部は、運転停止中でち、時刻設定、時刻調節(現巧時刻-タイマー運転開始時刻台わせ)、 
チャイルド□ックのボタン操たにより、バックライトび約10秒間点のします。 

※パックライトの色は、遇常「白色_!び点りしますび、給'庙の2回目のおがらせは「ピンク_!び点り、 
エラー発をのときは「祝の点滅になります。 

^—時計表/示の説巧- 


時刻設定ボタンを1回押すごとに、 ■! 〜3の順で表示び顶〇換わります。 

1 現在時刻表示 ^時刻させ表示 3 タイマーさせ表示 


[20^ 

設定温度室の温度油量 モニタ- 


[20^ 

設定温度室の温度油量に夕 - 


に 1 ベ - めり 2 ベ-み 

設定温度室肉温度油量 モニタ- 


咏 


^_ 脚を如 _ J 


〇 


3〇 


^刻台 

'午後を3日 


〇 


虐 n 滿卢 

m 


——タイマー. 

を班 


(^声メツたージの消しかた) 



「ピッ L 「音声メッじージ 
を消します 。 J 


音声メッ t — ジでお知らせ 
するまで約3秒間巧す 
f 音声メツじージを消しでち^ 

I メ□ディーは消えません/ 


運転中のみ操たできます。 

再度、音声メッたージを入れるとぎ 



「ピッ L 「音声メッじージを 
受け付けました」 


音靑メツじージでお知らせ 
するまで約3秒間巧す 


一8 — 


ご使用前各部のなまえ 
































































































































































































































ご使用前 各部のなまス 


00音声メッセージとお知6せずるとき 



ボタン操たや、異常を検知したときなどは、なのよラな音靑メッじージで 
お知らせします 


音声メッたージ 

お知らせするとき 

ピッ運転を開始します。 

運転を開始するとき 

115 ベ-み 

ピッ運転を停止します。 

運転を停止するとさ 

116 ベ-み 

ピッ音声メッじージを消します。 

音声メツじージを消したとき 

< 8ベ-ジ1 

ピッ音声メッじージを受け付けました。 

音声メツじージを入れたとき 

< 8ベ-ジ1 

まちなくなミ由びなくなります。 

* * 給';ちしでください。 

カートリツジタンクのなミ由び'なくなったとき 
(1 回目の給'庙お知らせ） 

114ベ-ジ〉 

.. な';由びなくなりました。 

* * 給';ちしでください。 

'庙受皿のの'庙が'残り少な < なったとぎ 
(2 回目の給'庙おがらせ） 

114ペ-ジ〉 

な';あびな<な 0 ました。 

'庙受皿のの'庙びなくなり自動消乂したとさ 

114ベ-ジ〉 

ピッチャイルド□ックを受け付けました。 

チャイルド□ツクをじツトしたとき 

118 ベ-み 

ピッチャイルド□ックをお除しました。 

チャイルド□ツクを解除したとき 

118 ベ-於 

まちなく自動消义します。 

* * 延長ボタンを巧しでください。 

運転開始後、 3 時間び経過する 10 分前と 5 分前 

119 ベ-み 

自動消乂します。 

運転開始後、 3 時間が'経過したとさ 

119ぺ-ジ> 

ピッタイ 7 — を受け付けました。 

タイ 7 —運転をじツトしたとき 

122ベ-'：;〉 

ピッタイ 7 — を解除しました。 

タイ 7 —運転を稱除したとき 

122ベ-ジ〉 

タイ 7 —運転を開始します。 

タイ 7 —運転を開始するとき 

122ベ-':;〉 

j '-/ まちなくタイマー運転を停止します。 

タイ 7 —運転の停止 10 分前と 5 分前 

122ベ-':;〉 

タイ 7 —運転を停止します。 

タイ 7 —運転が'停止しで自動消乂するとき 

122ベ-ジ〉 

ピピッ現在時刻を設定しでください。 

現在時刻を台わせでいないときにタイマー 
運転をじツトしよラとしたとき 

120 ベ-み 

ピピッタイ 7- 時刻を設定しでください。 

タイ 7— 運転開始時刻を合わせでいないとさ 
にタイ 7 —運転をじツトしたとき 

122 ベ-':；〉 

振動によ〇消乂しました。 

巧震自動消乂装置びた動したとき ( E 01 表示） 

127ベ-ジ〉 

ちを装置び働きました。 
取扱説明書を確認しでください。 

室温異常高温防止装置が'作動したとぎ 
( E 07 表示） 

127ベ-ジ〉 

ちを装置び働きました。 

フイルターを掃除しでください。 

過熱防止装置びた動したとき 
( E 09 表示） 

127ベ-ジ〉 

まを装置び働きました。 

停電ちを装置、巧震自動消乂装置または不完 
を燃焼防止装置び作動したとき ( EOO . EOI , 
E 13 表示） 

127 ペ-ジ〉 

異常を檢巧しました。 

取扱説明書を確認しで < ださい。 

上記がの異常をお巧したとぎ 

127ベ-ジ〉 


ご使用前各部のなまえ 


使用ずる場所 


ご使用前 


00 


効果的に使用ずるために 



〇外気に接する窓の下や壁側に設置する 


〇温風の循環を巧ばない 




熱に弱い材質の床面(カーペット、木質床、置など)で長時間使巧する 
と、変色-ひび割れ-そり返りなどび発をすることびあります。 

また、ほこりやたばこの煙などで変色することちあります。保護の 
ため、マットなどを敦いで使巧しでください。 

あ動するときは引きずらないでください。カーペット、床面、置に 
傷をつけるおそれびあります。 


0 



使用前の準備 


00 


フアンヒーターの取り出し 



包装箱から緩衝巧などを取り除き、フアンヒーターを取り出す 





〇工場で燃焼検査を行なっているため、ミち受皿巧にな'庙び少量残り、な'庙臭を感じることび 
ありますび、異常ではありません。 


お巧0< ださい 


〇包装箱と緩衝材はな管時に必要とな0ますので、大枕に保管して<ださい。 


ご使用前使用する場所•使用前の準備 
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〇〇 運拓開始前の準備と確認 



水平な場所に設置する 

〇フアンヒーターが'傾いた状態では使巧しない 
で < ださい。 

給'庙サインび誤動たによって点滅したり、予 
想しない事がび発をするおそれびあります。 


0 


が"夕を 

、 か/ 


\傾いでいませんか?） 


ム 電源プラグをコンじント(100 V )に差し込む 

〇 



お巧0< ださい 


〇家庭巧電源ながでは使巧しないでください。 

異常燃焼や予想しない事巧の原因にな0ます。 

0 20 0 V 電源には絶巧に差し这まないでくださし、。 

义災、感電、巧障の原因にな0ます。 

〇タコ足配線はしないでください。 

义災の原因にな0ます。 



0 


〇〇 



燃料は必ずな巧 （J I S 1号な巧)を使用しでください 

ガソリン、変質な'庙、不純'灯ミ由は、絶対に使巧しないでください。 

異常燃焼やが障の原因になります。 

(な'庙を購入されるときは、 SQ マークを表示しでいる販売店で購入されることをおすすめします) 


ななとガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけで、乂の気のないところで 
息を吹きかけでください。 



ご使用前 使用前の準備 


ご使用前使用前の準備 
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ご使用前 


■正しいななの保管方法 

〇乂気、雨水、ごみ、高温、直射曰がを避けた場所に保管 
しでください。 

〇容器のふたをしつかり閉めでください。 

〇容器は必ずの'庙専巧のちのを使巧しでください。 

(乳白色の容器で保管したなミ由は変質しやす<なります） 
〇ホームタンクやドラム压を使巧しでいるときは、年に数 
回、水巧ぎを行なって<ださい。 

〇なミちは翌シーズンに持ち越さないでください。 



良い例 


悪い例 


変質巧巧-不純な巧とは 


■変質な巧 

〇巧シーズンより持ち越したちの 
〇高温の場所で長期間保管したちの 
〇曰化のあたる場所で長期間保管したちの 
〇乳白色のポ U 容器で保管しでいたちの 
〇容器のふたび開けであったちの 


■不純な巧 

〇のミ由凶がのミ由(ガソリン、シンナー、天ぷら 
ミ由、機械油、重'庙、程'庙、な'庙'添加剤など） 
びほんの少しでち混入したちの 
〇水やごみ、ドラム压のさびなどび混入した 
ちの 

〇な'庙水巧剤や助燃剤を添リ日したちの 


変質な巧の見分けかた 


水より少しでち色び 
ついでいたり、すつ 
ぱい臭いのするちの 
は変質な'庙です。 


なミ由ながの 
ミ由•化-ごみを 
—入れないで！！ 


白い紙 



!!口し傑純纖 


臭いび強くなる。 

黄色い炎び混じる。 

乂力び上びらない。 

消乂しにくい。 

’着义しにくし、。 

I 給'庙サインび点滅する。 

I 途中消乂するけ日が 旧ぶの。 




i 識口源離! 


I な'庙を巧き、きれいなな'庙で力ートリツジ 
タンクや'庙受皿巧、'庙フィルターを洗って 
からご使巧ください。画召）區互を 
着义-消义を已回程度繰り返しでください。 
/少し臭いびしますので、換気を十分に^ 

\行なって<ださい I 

それでち直らないときは修理び必要となり 
ます。お買い上げの販売店にご相談くださ 
い。雇案1> 


変質な';由、不純なミ由び原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧象がと 
なります。 


ご使用前使用前の準備 
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給油は必ず消义し、义の気のないところで巧なつでください 


カートリッジタンクを取り出す 



、力ー トリツジタンクを持ち運ぶとぎは 
上下2つある取つまを利巧すると、持 
ちやすくなります。 


2 




3 


□をを外す 

〇□金の両方のボタンを同時に押しで、 
上に持ち上げでがしでください。 

両方のボタンを 
同時に巧す 

ボタン 


〇がした□をにごみ、糸くず、ほこりなど 
付着しないよラにを意しでください。 
また、ぶつけたり落としたりしないよラ 
取り扱いにを意しでください。 

給油する 

〇 '庙量計の上端を超之ないよラ給'庙し、 
な'庙をあふれさせたり、こぼしたりし 
ないよラにを意しでください。 

〇こぼれたなミ由は完をにふき取ってくだ 
さい。 




ミを量計 


で 

上端を超之 

祈 


ないよラに 


ん 

給'庙する。 


4 


5 


□金を確実に閱める 
〇 □をが側を上から「カチッ_!と音が 
るまで巧しでください。また、□ミ 
のボタンを巧したまま閉めないで’ 
ださい。確実に閉まらず、□をが 
れ乂災のおそれびあります。 


ボタンは 

巧さない 



音びするまで巧’ 


〇必ず义の気のないところで□をを' 
にしでミ由漏れびないことを確認し’ 
ください。 

※漏れでいるときは、 

□をを交換しで< 

ださい。 [29^ 

れをお夢 

カートリッジタンクをじットす若 
〇カートリッジタンクをじットしたあと 
ファンヒーターをゆすったりすると 
□をのが側びなミをでめれることカリ 
ります。 




〇力ートリツジタンクと巧フイ J レターは、機種により異なります。専巧のちのをご使巧ください。 
〇結'ぶ時、□をびがれにくかったり、ボタンに異常を感じたときは使巧を中止し、お買い上 
げの販売店にご相談ください 。 HD 

〇□をを閉めたあと、化ず□をを弓 I ぎ上げがれないことをお認しでください。お実に閉めな 
いと□をびがれで、周囲を巧したり、义災のおそれびあります。 

〇力ートリツジタンクは静かに入れでください。落とすよラに強く入れると、巧量モニター 
の表示の精度び悪くなるおそれびあ 0 ます。 



〇□をを閉めたあと、輕く引き上げて 
がれないこと、下図のよラに斜め上 
から見でタンクのホし、線び見えない 
ことを確認しで< ださい。 



ごな用前 使用前の準備 


00 


給油のしかた 



お巧0 くださし、 


すを < :^ 


す 


K で 




• 一 - 一一 ^ 


ご使用前使用前の準備 
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ご使用前 


00 


給油の合図 



■油量 モニター 


滿 


ホ 


: S 

満 


S 

i 与 - 


-1 ― 1- 

-! を 

、1 


バーヴラフは 
1本すつ消な（ピッピみ 
します。 ' ~^ 


8段階のパ'-グラフでのミ由の残量を確認できます。 

残り約1時間の燃焼び'行えないときになの操たを行ラと、パー 
クラフび点滅すると同時に電寺音び鳴って、の'庙び残り少ない 
ことをおがらせします。 

運転を開始するため運転入/枕スイッチを押したとぎ 
運転中に運起延長ボタンを巧したとぎ 


I タイ7一運転をじットしたとき 


■給油2段階サイン 


1回目のお知らせ 


巧り 




給油の合図を2回に分けで音声メッ它ージと給油サインの 
点滅でお巧らせします。 

まび離せないときでち杀裕をちつで給'庙び巧えます。 

(音声メッ t ージを消すには••- d ^) 


巧り 


•7*0 


カートリッジタンクのな油が'なくなると、音声メッ它ージの 
おがらせと同時に給油サインびゆっくりと点滅します。 


V 

2回目のお知らせ 

満口巧)硬) 


約25〜60分 （ FW -375 LX ) 

約25〜90分 （ FW -475 LX 、 FW -575 LX ) 


*7*0 


\ 口/- 


巧り 


1ミ由受皿のな';由が'残りかなくなると、音声メツ它ージのお知ら 
せと同時に給'ぶサインび速く点滅し、义力びルさくなります。 
設定温度び "W ("のときは、大乂力で燃焼します。 

(パックライトの色は「ピンク_!の点りになります） 


約60〜80分 （ FW -375 LX ) 

約25〜50分 （ F \/\/-475 LX 、 FW -575 LX ) 

f 設定温度び''卜!，"のときは1回目のお知らせから 1 
約30分 （ FW -375 LX ) 

約25分 （ F \/\/-475 LX 、 FW -575 LX ) 


V 


白動消义 




設定温度_室巧温度油顯モニタ- 


E 03 


巧り 


〇そのまま使巧を続けると、'庙受皿のな'庙びなくなり、音青 
メッ它ージでお知らせし、で日 3" を表示しで自動消乂します。 
(パックライトの色は「ホ_!の点滅になります） 

使巧状況により2回目のお知らせと同時に消乂することび 
あります。 

〇給';由を巧い、運転入/枕スイッチを巧すと、運転を開始します。 


※燃焼時間は乂力によって異なります。 


ご使用前使用前の準備 
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運面を開おずるとを 


消臭ランプ 



運拓入/切スイッチを巧し、運転を開始します 
運起停止中に 


編 


得 

を巧す 

設定温度室の温度 i 由量た二 

[この III 

し Uc 1 しで i 

空巧 

牌を3 日 。 

夕一 

1 卜 

約 40 妙後に着乂します。 
( FW -575 LX は約 45 妙） 


〇運起ランプび点なします。 

〇設定湿度と室の湿度を表示します。 

-室内温度は、 f でから表示し、日で 
下のときは Lo を表示します。 

(5!ぉ認窓からおのが態をお認する J 


点滅し、設定温度と室内温度により自 
動的に燃焼量を変之運転します。 


〇正常燃焼 


>青い炎で燃焼する。 

>バーナの網びホくなつ 
でいでち、炎のかに黄 
色い炎び現れなければ 
異常ではありません。 


- X 異常燃焼 

こ 

…‘んん 

V け 


炎の中に常に黄色い炎 
び現れる。 


処置を巧なつでください。画感 




ネリめでお使いになるとさは、防鐘'庙や耐熱蜜料が'焼け、オレンジ色の炎や煙、臭いび'出る 
ことが'あります。1時間ほどでおさまりますので、部屋の換気をしながらご使巧ください。 


日日日日日仰び加 IDE 




ま 

方 

用 

使 


運括を開始するとき 


使用方ま 
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運面を停止ずるとを 


使用方法 


運乾入/切スイッチを巧し、運捉を停止します 
運転中に 

ミ饋モニター 



-〔消 臭）- 


を巧す 


咬 


約8秒間、消臭ランプ®び 
点滅後に消乂します。 

必ず义び消えたことを確認しでください C 


運拓ランプび消のし、消臭ランプ® 
び点滅します。 


お巧0< ださい 


1 '消义は必ず運拓入/枕スイツチで行なってください。 

また、運転停止を3分間は、本化巧を冷やすためファンび回っていますので、電源プラグ 
をコンたントから巧かないでください。電源プラグを巧いて'消义したり、消义をすぐに 
電源プラグをなくと、巧障の原因になります。 


一消臭機能- 

着乂するときや消乂するときに発をする臭いの原因となる未燃ガスの 
発ちを抑える機能です。消臭機能び動たしでいるとき、消臭ランプ®) 
び点滅しでお知らせします。 


消臭モニター 


- 0 肖 臭)- 


(着义するとぎ） 

〇着乂動た時数秒間、末燃ガスの発ちを抑えでいます。 


(消义するとぎ） 

〇約 S 秒間、未燃ガスを燃焼させでから消义します。 

〇消乂するとき「カタン J といラ電磁巧び閉じる音びしますび、異常ではありません。また、 
異常停止や短時間での運転では消臭機能は動たしません。 


運乾を停止するとき 巧用方法 
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使用方法設定湿度を上げるとを • 下げるとを 


が足湿ち まの;显お ミ 由きモニタ- 


ミ 肖臭モニター 

fiT ) 




ifo 運転 1 

ir A/ta J 


温度/時刻調節 


亡^^ 

1 

^([〇齡延長1’ 


チャイルド□ック 


3拽琴し I 1：)ろかえめ I ) (|)タイマ -II 


■画晒麵| 


温度/時刻調節ボタン 


チャイルド□ックボタン 


\ひかえめランプ 
ひか之めボタン 


温度/時刻調節ボタンを巧し、設定温度を調節します 

〇室内湿度を巨まに設定湿度を調節しで<ださい。 

〇設定温度は if 〜3日での範囲と、 Lo (常にル乂力)、；ん(常に大乂力)に調節できます。 


定湿度を上げるとさ） 

運転中に 

居固な[21]™た 

を巧す 

1回巧すごとに VC ずつ上びります。 



f 設定湿度を下げるとさ） 

運転中に 



G □な [!>□ な 三] 

を押す 

1回巧すごとに1でずつ下びります。 



一ひかえめ運お- 

ファンヒーターび'お部屋の暖まり具合を自動的に判断し、身化に感じる温度を変えることなく、 
暖かさをなつよラ燃焼量を抑え運転します。また、狭い部屋や断熱のよい部屋で使巧したり、 
秋□-春先など外気温が'比較的高いとさに室内温度が'上が'り週ぎると、燃焼を自動で入•のします。 



保 

用 

方 

ま 


( ひかえめ運弦にずるとき 


運転中に 

>ひかえめ I 

を巧す 

〇ひかえめランプ 

び点なします。 


室 

r 

内 

+ 3で 

/jm 

度 

になると 

1 

び 

レ 

設 


定 


ク B 

/jm 


度 

- 1で 

ぶ 

になると 

0 

レ 



を定温度きの溫宙法 ■モニタ- 

如ココ■罔 
ピ Uc ごん P 

剛巧目:地。で 


待機か表示び点な 
し自動消义します。 


结定温宙_室の温度 _庙■モニタ- 



C ひかをめ運弦を照除ずるとぎ0 

ひかえめ運転中に 

10ひかぇめ） 

を巧す 

〇ひかえめランプ 

び消なします。 


>待機中表示び'消な 
し自動着义します。 



〇室内温度の表示は、室内平巧温度の g 安です。設置ちまなどによ0必ずしち寒暖計の温度 
とは一致しないことが'あります。 

〇バックアップ機能によりたットした設定温度やひかえめ運転は、電源プラヴを〕ンじント 
から巧いたり、停電したときでち記憶されでいます。再度、設定する必要はありません。 


OOOOnVOICE GUIDE 


設定温度を上げるとき•下げるとき 
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チャイルド□ックを使用ずるとを 


使用方法 


00チヤイルド□ックをセットする 



小さなお子さまのいたずらや、運転誤操作を防止したいとぎにお使い<ださい。 

チャイルド□ックボタンを巧し、じットします 

運転中、運転停止中のどちらでちじットでさます。 

チ W ルド□ック 


( M ) 



設定温度室の温度 油羅 モニタ- 


L 


をピツと鳴るまで 
約3秒間巧す 



〇チャイルド□ツクサイン 

を表示します。 


r 運乾中のとぎ^ 
-運弦を停止でぎる 



を巧す 


再度、運転を開始するときは、チヤイ 
ルド□ックを解除しでください。 



r 運乾停止中のとさ） 

チャイルド□ツクのお除]^がは、操たびできなくなります。 




>バックアップ機能により它ットしたチャイルド□ックは、電源プラグをコンじントから 
巧いたり、停電したときでち記憶されでいます。再度、じットする必要はありません。 


〇〇 チヤイルド□ツクを解除する 



チャイルド□ックボタンを巧し、解除します 

運転中、運転停止中のどちらでち解除でさます。 

設定温度室肉温度 油量モニタ- 


チでイルド □ック 





[ 


をピツと鳴るまで 
約3抄間巧す 


こ in III ，‘ 

LUc ILc 

口 

8: 如： 


午後 


〇チャイルド□ツクサイン 

び消えます。 


チャイルド □ツク を使用するとき 使用方法 
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運おを延長-継続ずるとを 



消し忘れによるち一の事故を防ぐため、運転開始後、3時間で自動消乂します 


燃焼巧り時間をお知らせするとき） 


巧り 


3時間で自動消乂する前に、運乾延長ランプと音黃メツ它ージでお知らせ 

します（音声メッ t - ジを消すには…<1^)。 


S 動消义10分前 


巧き蝴 

運転延長ランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 




S 動消义5分前 


無きぁ延長） 

運転延長ランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 

愈 


与 


——自動消ジ'終—— 

(運転開始から3時間経過） 


I •運転延長） 

運転延長ランプ点な 
音声メツたージび鳴り、 

g 動消乂逾 


广白動消义せずに運乾を継続するとき） 

運転中に 



を巧す 


I 運拓延長ボタンは、燃焼残り時間のお知らせを行なった 
ときに限らず、運起延長ボタンを巧したときから、さら 
に3時間運転を継続します。 


おな0< ださい 


〇継続しで長時間運拓するとぎは、お部屋の換気に十分を意しで<ださい。 〈 1 ぺ-ジ I 
〇寝るとぎやが化するとぎは、'消し忘れ消义装置には巧らず、必ず運転入/枕スイツチで 
消义しで < ドさし、 

予想しない事巧び発生するおそれびあります。 


ま 

方 

用 

使 


運括を延長•継続するとぎ 


使用方ま 


—19 — 


現な時刻を合わせるとを 


タイマー運転を使用するときは、現在時刻が'合っているか確認しでください 
時計は工場出荷時に台わせでいますび、多少ずれることびあります。時刻びずれでいるときは、 
次のま順で合わせでください。 

現在時刻台わせは、運転中、運転停止中のどちらでも行えます。 


G 現な時刻を午後8時30分にさわせるとき) 


時刻させ表示にする<1因 

設を温度室肉温度ミ由量モニタ- 


域 


臂 


を巧す 


巧 ろ 


一時刻含は一 


と 現在時刻を合わせる 

または^^ 



設定温度室巧温度ミ由屋モニタ- 


を巧す 


の* 

_、 

' 、1 J C 

^刻台せ一 を 

'/ 、 、で .30 

午を Q JU 



時刻させ表示び点滅します。 


午前-午後をまちびえないよラ 
にを意しでください。 

^昼の12時は午ぁ||を日日、\ 
、夜の 12 時は* 前! を日日ですノ 


公を巧すと1分進み、巧を巧すと1分戻ります。 

公または巧をしばらく巧し続けると10分単位で卓送りびできます。 


づ現在時刻表示にする 


磁 


fUl 


設定温度室巧温度$由靈モニタ- 


を巧す 


午後 


!〔r 

_^ 

ホ 

を3日 = 



現在時刻表巧になるまで、時刻 
設定ボタンを押しでください。 




〇バックアップ機能により1度たットした時刻は、電源プラヴをコンじントから巧いたり、 
停電したときでち記憶されでいますので、再度、 t ットする必要はありません。 


ま 

方 

用 

使 


現在時刻をさわせるとさ 


使用方法 
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00タイマー運お開始時刻をセットする 



タイマー運転を使用するときは、タイマー運転開始時刻を合わせでくださし、 

現在時刻台わせ、タイマー運転開始時刻台わせは運転中、運転停止かのどちらでち巧えます。 

しタイマー運乾開始時刻を午前6時30分にするとぎ） 


現在時刻び合っていることを確認する 

お定温度室肉温度 油量モニタ- 


午を 


!〔r 

\ 

1 J°c 

を 

を如 



2 


タイマーさせ表示にする<1因 

設を温度室の温度 油量モニタ- 


妓 


fin 


を巧す 


のお胃 

化 。 i 


\ \ 看 

\ 夕巧-ざせし n . 

—— ijnn — 

/午後 ICUU \ 

~^~ I ~ 


づタイマー運転開始時刻を合わせる 
または W 

磁 



設定温度室の温度 油霊モニタ- 


を巧す 


の*轉 

iJci 

午荷卸 

0.JU 


>現在時刻の台ねせかたは、20 
ページを参照しでください。 


’1度、タイ7—運転開始時刻を 
台わせると、時計表示は点灯し 
ます。 


〇午前-午ををまちびえないよラ 
にを意しでください。 

/昼の12時は*を！？: G 日、、 
1夜の12時は*^%|?:&でですノ 


公を巧すと1分進み、巧を巧すと1分戻ります。 

公または巧をしばらく巧し続けると10分お位で卓送りびできます。 


使用ちまタイマー運面を使用ずるとを 

運転ランプ 
' 運転入/のスイッチ 

温度/時刻調節ボタン 


/ タイマーランプ 

時刻設定ボタン/ タイマーボタン 



タイマ—運括を使用するとき 使用方法 
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使用方法 


4 運転状態にする 

〇運転中は、運起入/枕スイッチを押す必要はありません。 



運拓ランプび点なします。 


<&> ド\を巧す 

5 タイ7—運転待機かにする 


(3^) 



を巧す 


〇運起ランプび消なし、タイマーランプび点なすると、 
じツトび完了します。 


タイマー運転の t ツトをしでから運転入/枕スイツチを押すと、タイマー運転び解除されます 
ので、ご注意ください。 

11度、タイマー運転開始時刻を台わせると、な回からは 4 、 ゴ を巧ラだけで同じ時刻に運転 
び開始できます。 




地震や強い振動、衝擊を受けたことによりちを装置び'作動したときは、ちラ1度 4 から 
じットしでください。 


00セットした時刻になるとタイ 7 —運輯開始0 0 


じツトした時刻になると自動的にタイ7—運転を開始し、安をのため1時間で 
自動消乂します。自動消乂する前にタイマーランプと音青メツ它ージでお 
知らせします (音青メツじージを消すには•••ぐを河）。 

S 動消义10分前^ r S 動消义5分前っ—— S 動消义後 


タイマーランプ点滅 
音声メッ它ージび鳴る 


〇 


タイマーランつ 


•ランプ点滅 
音声メッたージび鳴る 

逾 




(タイ7—運転開始から1時間経過) 

タイマーランプ点滅 
音声メツ它ージび鳴り、 
g ® ミ肖乂 


自動消乂せずに運転を継続するときは、タイボタンを巧し、タイマー運転を解除しでくだ 
さい。 


〇〇 


タイマー運転を解除する 



タイマー運括待機中 



〇タイマ— ランプび消な 
します。 

を巧す 


タイマー運耗中 





〇タイマ— ランプび消灯し、 
運転を継続します。 

を巧す 
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タイマ—運乾を使用するとき 使用方ま 








































































































曰常の点検-手入れのしかた 


巧震自動消义装置の点檢 

燃焼中に本体をゆすり、消乂するか確認しでください。 
消乂しないとさは修理が'必要ですので、お買い上げの 
販売店にご相談 < ださい。 
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参< 


お巧0< ださい 


〇点巧•寺入れを巧ラときは、必ず運転を停止させ、本化び冷えてから電源プラグをコン 
它ントから巧き、点お•手入れを巧なつてください。また、分おはしないでください。 
义炎ややけどのおそれびあ0ます。 


00 


ご使用のたびに 



本化の周适にな燃物はないか 



巧漏れ、巧のたまり、巧のにじみは 
ないか 

異常びあるときは使巧を 
中止し、お買い上げの販_ 

売店にご欄 K ださい。 1^] 


0Q 


本化のごみやほこりをふき取る 

柔らかい巧でからぶきするか、ラすめた中性洗剤をしみ 
这ませた巧でふいでください。 

本体をベンジン-シンナーなどでふかないでください。 



00 


遇に1回な上は 



フアンフイルターのほこりを取る 

フアンカノ\- 


フアンフイ J レター 



ミちれが'ひどいとぎは、 洗剤などを使って浸け 
置さし、水で洗い流しで<ださい。 


お巧0< ださい 


フアンフイ J レターの 
パしかた 



上のツマ=を巧し、ま前 
に持ち上げる。 


フアンフイ J レターの 

取0はけかた 



下のツメをはめでから 
上部を巧す。 


フアンカバーからフアンフイルターを取りがしてお寺入れするときは、フアンフイルタ 
-に強い力をかけないでください。 

フアンフイルターび破損することびあります。 


回な上は 


00 



消乂しますか？ 

///——IV 

〇 


日常の点檢•ま入れのしかた 点検•その他 


点検 

その他 


00 



回な上は 



巧受皿巧の点検をする 

力ー ト U ツジタンクに直接水を混入しなくでち、設置場所の温度変化などで結露によりホーム 
タンクや力ートリツジタンク巧にかびたまり、ミ由フイルター-'庙受皿巧に流入するときびあり 
ます。水び'混入しでいたときは、25ページの 2 に従い、かを取り除いでください。 

また、ホームタンクやドラム压を使巧しでいるときは、年に数回、か抜きを巧なつでください。 


ミ由受皿内に水力* 
混入すると 


•給油サインの点滅び止まらない 

•着乂ミスしたり、異常停止する (E 己？、[の） 


なフィルターの点検*掃除をする 

下のま順に従い、点検-掃除を行なってください。 


ミ由フイルターに 
水やごみび 
たまつでいると 


• 給なサインの点滅び止まらない 


ミ由フイルターを取り出しで確認する 

(取0出すとぎは、な'庙などで床やな服を巧さないよラを意しで<ださい） 
〇ミ由フイルターになミ由を入れ、持ち上げる。 



な'庙び連続的に落ちる。 
f' 庙フィルターには少量\ 
Iのな'庙び残0ます / 


正常です。 



な'庙の落ちび悪い。または 
をく落ちない。 

(油フィルターにロミ由び多く、 
、残っている i 

〇 

2 に従い、掃除しで<ださい。 


ム ミ由フィルターは、きれいな巧';由ですすぎ洗いし、よく乾燥させる 

〇ミ由フィルターは、きれいなな'庙ですすぎ洗いし、ごみなどを取り除き、巧などでな'庙を 
ふき取ったあと、日陰に置いでよく乾燥させでください。 

ミ由フイルターに水分び残つでいると、な'庙び落ちず、給なサインび点滅します。 

'庙フィルター 



洗淨後のな'庙の処分は、な'庙をお買いずめに 
なった販売店にご相談<ださい。洗逢後の 
な'庙を使巧すると故障の原因になります。 


日常の点検•ま入れのしかた 点検•その他 
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f 賽他巧管(長期聞使用しなし、とき)•廃棄のしかた 


なの手順に従つでフアンヒーターを保管しでください 
1 電源コードを束ねる 


2 



カートリツジタンク-油受皿内の巧';由を巧く 

〇'庙フィルターを取り除き、巿版の給'庙ポンプなどで、'庙受皿巧のな'庙やごみ、かを巧 
いで < ださい。 

(給'庙ポンプの先を平らにカツトすると、抜き取りやすくなります） 





別売のスボイトを巧意しでいます。スボイトを使巧すると、 
巿版の給'庙ポンプで巧けきらなかったな';ちび抜き取りやすく 



3 

4 

5 


なります。画召） 

フアンフイ ルター-油 フイ ルターの掃除をする 
本体のミちれをふき取る屬画 


フアンヒーターを包装箱に入れる 

〇湿気の少ない場所に保管しでください。 


スポイト 
173円 
(本体価格165円） 



お巧0< ださい 


〇ファンヒーターを傾けたり、横倒しの状態でな管しないでください。 

巧けきれなかったな巧び漏れ、义災のおそれびあります。 

〇力—トリ ッジ タンク.巧受皿巧のな巧を巧かずに保管すると、な巧び変質し、巧障のおそ 
れびあります。 

〇ななは翌シーズンに持ち越さず、使いぎるよラにしてください。 

-巧案するとき- 

〇ファンヒーターを廃案処分するときは、§自治体の指示に従ってください。 

〇必ずカートリッジタンク- '庙受皿巧のな'庙を巿販の給ミ由ポンプなどで巧いでください。 

の'庙び入ったまま廃案すると、リサイクルの際、思わめ事がになるおそれびあります。 

〇の'庙の処分は、な'庙をお買いホめになった販売店にご相談<ださい。 


保管(長期間使用しないとき)•廃棄のしかた 点検•その他 
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なの症状はな障ではありません。修理を依頼される前にちラ1度ご確認<ださい。 


〇着义時 


症 状 

原 因 

すぐ着乂しない 

〇予熱時間び約40秒必要です (FW-575LX は約45秒)。 

〇給'庙直後はな'庙び送'庙経路に回るまで時間びかかります。 

2、3回着乂動たを繰り返しでください。 

「カタン j と音びする 

着乂するための動た音です。 

異常ではありません。 

ネリめで使巧するとぎやなミち 
びなくなり、再び着乂する 
とき白煙び出る 

なミ由の気化ガスびパーナに巧分回らないと、このよラな症状び 
出ることびありますび、異常ではありません。 


〇燃焼時*消义時 


症 状 

原 因 

ネ刀めで使巧するときオレン 
ジ色の炎や煙、臭いが'出る 

防鐘'庙や耐熱蜜料び'焼けるためです。1時間ほどでおさまります 
ので、部屋の換気をしなびらご使巧ください。 

炎の色びピンク、または 
オレンジ色になる 

超音波すの加湿器を使巧すると起こります。水に含まれるカル 
シウム分による反脑です。 

炎の色力*ときどきチラチラ 
とホ < なる 

空気中のほこりが'燃えるためです。 

パーナの網びホくなる 

炎の中に常に黄色い炎び現れなけれ肤異常ではありません。 

設定温度を高めに設定しで 
ち室内温度び上びらない 

部屋が'広すぎるときに起こります。 

室内温度び設定温度より 
高 < なる 

狭い部屋や断熱のよい部屋で使巧した0、秋□-春先などが気 
温び比較的高いときに室内温度び上びり過ぎでしまラことびあ 
ります。そのときはひかえめ運振にしでください。<17ベ-ジ1 

室内温度表示び部屋の寒 
暖計と一致しない 

室内温度の表示は、室内平巧温度の巨安です。設置ちをなどに 
より必ずしち暮暖計の温度とは一致しないことびあります。 

運転中や消乂直後に「ポコ J、 
「パキツ J などの音びする 

を属が'熱により膨張-収縮するためです。 

異常ではありません。 

運転停止後、約8秒後に 
「カタン j と音びする 

消乂時の動た音です。 

異常ではありません。 

本体側面やカート U ツジ 
タンクび熱<なる 

燃焼熱により熱くなりますび、異常ではありません。 


故障-異常の見分けかたと処置のしかた fS (6 


〇〇 _修埋を依おずる前に 


故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点巧•その他 
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何らかの異常で表のよラなエラー表示や症がび現れたときは、適切な処置 
を巧なつで<ださい 


表示部 (エラー 表示) 

原因（まを装置） 

処置 方を 

破;孤 

〇 電源プラグび巧けたため、自 
動消乂した。 

0- 時停電したため、自動消义した。 
(停電まを装置び作動） 

電源プラグを確実にコン t ントに差し 
泣み、運起入/初スイッチを巧し直す。 

ク1ベ-ジ 1 

趣が 

〇 本体を傾(ザこため、自動消义した。 

〇 地震(約震度 51^ 上) や強い振動、 
衝撃を受(ザこため、自動消义した。 
(巧 震 白動消义装置び作動） 

〇 か平な場巧に設置する。 く11ベ-ジ 1 

〇 周囲の巧燃物、機器の損傷、'庙のあ 
ふれなど異常びないことを確認した 
あと、運転入/枕スイッチを巧し直す。 

d # がX 

'庙フィルターや'庙受皿巧にかや 
ごみびたまったため、着乂ミス 
した0、自動消义した。 

(点义まを装置び作動） 

(燃焼制御装置び作動） 

〇 力ートリッジタンクや';由フィルター、'ぶ受 
皿巧の水やごみを取り除さ、運転入/枕 
スイッチを巧し直す。 <24ベ-ジ 1 <25ベ-'；; 1 
〇 処置を行なってち繰り返した動する 
ときは使巧を中止し、お買い上げの 
販売店にご相談ください。1裏表お〉 

(3# の X 

(3# の X 

室内温度び異常に高温 (40 でに(上） 
になったため、自動消乂した。 

(室湿異常高湿肪止装置び作動） 

設置ち'まをおかめ、運転入/陆スイッチ 
を巧し直す。 

E 。弓 

パ \\\1/// 

河) た)フィルタ- 

^'^^///|\\\ X 

燃焼-温風空気取入□やファン 
フィルター、温風吹出□び物で 
ふさびれたり、ほこりびたまっ 
たため、自動消乂した。 

(過熱肪止装置び作動） 

〇 燃焼-温風空気取入□やファンフィ 
ルター、温風吹出□の障害物を取り 
除さ、掃除したあと、運振入/枕ス 
イッチを押し直す。 

〇 処置を行なっでち繰り返した動する 
ときは使巧を中止し、お買い上げの 
販売店にご相談ください。1裏表紙〉 

\\\1/// 

フイルター 
///1\\\ 

f jzj Is 

しし,/ / 1\\ 

密閉した部屋で使巧したとさ、 
不完を臟馆瞪鸿»(^異常が態） 
を防止するため、自動消乂した。 
(不完を 燃焼 肪止 装置び 作動） 

部屋の空気を入れ誓えで力、ら運お入/枕 
スイッチを巧し直す。 

(使巧中は必ず 1 時間に"!〜 2 回換気する） 

<1ベ-ジ 1 

シリコーン配合商品の使用により、 
燃焼部にシリコン酸化物が'付着 
したため、自動消乂した。 <3ぺ-ジ 1 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

1裏表が 

運転延長ランプ 
点な 

。9ベ-ジ 1 

燃焼を開始しでから 3 時間び経 
過したため、自動消义した。 

(消し•ちれ'消义装置び作動） 

運拓入/枕スイッチを巧し直す。 

運転ランプ点滅 
運転延長ランプ点滅 

E 广广 X 

運拓入/枕スイッチび巧し続け 
られたため、自動消义した。 

表示-操作部周担の障害物を取り除ぎ、 
電源プラグをコンじントに差し直し 
でから運振入/枕スイッチを巧し直す。 

上記ながのエラー 
表示 

(例： f 溫）※ 

修理-点檢が'必要な故障です。 

表示内容を控えたあと、電源プラグ 
をコンじントから巧き、お買い上げ 
の販売店にご相談ください。1裏表脈 > 


レ※このマークのエラー表示のときは、バックライトの色は「ホ J の点滅になります。 
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f 論故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


〇〇 異常の原因と処置のしかた 



故障•異常の見分けかたと処置のしかた 点検•その他 


症状 

原 因 

処置方法 

ボタンを押しで 
ち反応しない 

チャイルド□ックびたットされでいる。 

チャイルド□ックを解除する。 <18ぺ-ジ 1 

電源プラグび抜けでいる。 

電源プラグをコン t ントに差し込む。 

換気サインの 
点滅び止まら 
ない 

部屋の換気び不十分。 

換気を十分に巧ラ(使巧中は必ず 1 時 
間に 1 〜 2 回換気する)。 く 1 ベ-ジ 1 

シリコーン配台商品の使巧により、 
燃焼部にシリコン酸化物が'付着した。 

<3ペ-ジ 1 

お買い上げの販売店にご相談くださ 
い。 1裏表お〉 

給'庙サインの 
点滅び止まら 
ない 

な'庙びな < なった。 

給'庙する。 <13ベ-ジ 1 

本体び傾いでいる。 

水平な場所に設置する。 <11 ベ-ジ 1 

カートリッジタンクが蜜おしでいる。 

'庙フィルターになミ由びたまっていな 
いとぎは、カートリッジタンクを新 
しいちのと交換する。 [29±2> 

カートリッジタンクが間違っている。 

本体専巧のカートリッジタンクを使 
巧する。 く已ベ-ジ 1 

'庙フィルターやミち受皿巧に水やご 
みびたまっでいる。 

力ートリッジタンクや'庙フィルター、 
'庙受皿巧の水やごみを取り除き、'庙 
フィルターは水分をよく乾燥させる。 

<24ぺ-ジ 1 <25ぺ-ジ 1 

乂力び上びら 
ない 

給'庙サインが'点滅しでいる。 

給'庙サインび点滅しでいる。 

給'庙する。 <13ぺ-ジ| 

変質なミ由-不純なミ由を使巧した。 <12ぺ-ジ 1 

〇な'庙を巧き、きれいななミ由でカート 
リッジタンクや'庙受皿内、ミ由フィル 
夕一を洗う。 <24け‘ 1 <25ぺ-ジ 1 

〇着乂-消乂を 5 回程度繰り返す。 

少し臭いびしますので、換気を、 
、十分に行なって < ださい <1^ ノ 

異常燃焼を起 

こす く15ベ-ジ 1 

変質なミ由-不純のミちを使巧した。 

ク 2ぺ-ジ 1 

フアンフィルターにほこりがたまつた。 

フアンフィルターの掃除をする。 <23ぺ-ジ 1 

臭いび強い 

変質な'庙-不純の'庙を使巧した。 

<12ペ-ジ 1 

の'庙を巧き、きれいなな'庙でカート 
リッジタンクや'庙受皿巧、'庙フィル 
夕一を洗う。 <24 wK 25 ぺ-ジ 1 

な'庙びこぼれたり、漏れでいる。 

使巧を中止し、お買い上げの販売店 
にご巧談ください。 1裏表お> 

'庙び漏れでい 
る 

力ートリッジタンクを入れたまま 
移動した。 

不純な';をを使巧した。 <12ぺ-ジ 1 

電源プラグを 
差し直すと時 

計び「- J 

表示する 

バックアップ巧電池の寿命です。 

お買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。 1裏表組> 
電池びなくなっでち、バックアップ 
機能び働かないだけで、現在時刻を 
台わせれば通常どおり使巧でさます。 


r 処置を行なってを直らないとぎ^ 

巧障びきえられまずので、お買い上げの販売店にご相談ください 。 HD 
巧障したまま使用を続けると、予想しない事巧び発生ずるおそれびありまず。 


化 
巧の 
点そ 


巧障•異常の見分けかたと処置のしかた 


点巧•その他 


—と8 — 
























































































































部品のごま义のしかた 


なの別売部品は、お買い上げの販売店にごをでください。その陽は、型式の呼び•部品咨を 
はっきりとお伝えください。また、インターネットでちごをでびできます 。 HD 



この価格は本フアンヒーター用です。 

また、価格はろ告なく変更することびあります。 

その他の部品についではお買い上げの販売店にご相談ください。 


定期点検のおずずめ 


2シーズンに1回の定期点検(有料)をおすすめします 

長期間ご使巧になりますと機器の点檢び'必要となります。 

点検を受けないと、す想しない事がび発をするおそれびあります。 

未然に事なを防止するため、シーズン巧めやシーズン終了時にお買い上げの販売店、または修 
理資格含〔(財)曰本 6' 庙燃焼機器保守協含 ( TEL 03-3499-2928)〕 で巧ラ技術管理講習含修了者 
(石'庙機器技術管理±)のいる店などに点檢依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用のフアンヒーターの点検を！ 

の 

こんな 
症状は 
あ0ま 
せんか 

•'庙漏れする。 

•強い臭いびする。 

•運転中に異常な音びする。 
•その他の異常や故障びある。 

► 

ご使巧 
中止 

が障や事が防止のため、 
電源プラヴをコン t 
ントから巧き、お買い 
上げの販売店に点検- 
修理をご相談 <ださい。 
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点巧 
その他 


部品交換のしかた 


部品交換が'必要なときは、お買い上付の販売店、 
または(財）曰本 6' 庙燃焼機器保守協含で行ラ 
技術管理講習含修了害 (6' 庙機器技術管理±)、 
または技術講習含修了客(点検整備±)のいる 
販売店などにごの頼ください。 


お巧0< ださい 


修理•部品交換は、お客様自身 
では絶巧に巧わないでください。 
けびややけどのおそれびあります•: 



部品交換のしかた•部品のごを交のしかた•定期点検のおすすめ 点検•その他 


仕様 


点検 

その他 


型式の呼び 

FW -375 LX 

FW -475 LX 

FW -575 LX 

種 類 

気化す-強制通気お-強制対流形 

点义 方す 

ヒータ点义 

使 巧 燃料 

ロミ由 （J IS 1昌ロミ由） 

燃料消費量 

最大 

3.70 kW (0.360 L / h ) 

4.70 kW (0.457 L / h ) 

5.70 kW (0.554 L / h ) 

最ル 

0.74 kW (0.072 L / h ) 

0.91 kW (0.088 L / h ) 

1.23 kW (0.120 L / h ) 

暖房出力 

最大 

3.70 kW 

4.70 kW 

5.70 kW 

最ル 

0.74 kW 

0.91 kW 

1.23 kW 

騒 音 

(正 面） 

大义力 

37 d 己 

39 d 己 

41 d 己 

ル乂力 

23 d 己 

24 d 己 

25 d 己 

ミ由タンク容量 

9.0 L 

燃焼継続時間 

大乂力 

25.0 時間 

19.7 時間 

16.2 時間 

ル乂力 

125.0 時間 

102.3 時間 

75.0 時間 

標準適室 

木造 

16.5 m 2(10 置） 

20.0 m 2(12 置） 

2 己. 0 m 2(15 置） 

] ンクリ-卜 

21 .已 m 2(13 置） 

28.0 1712(17 置） 

33.0 1712(20 置） 

外形 ブま 

(高さ X 幅 X 奥行） 

445 mmx 430 mmx 357 mm 
(置台を含む） 

44己 mm X 466 mm x 349 mm 
(置台を含む） 

質 量 

約 11.8 kg 

約 12.5 kg 

電源電圧及び园波数 

AC 100 V 己 0/60 Hz 

定 格 

消費電力 

最 大 

390/390 W (点乂 

巧期に短時間発を） 

420/420 W 姑淵！に短時間発生) 

燃焼時 

129/129 W (大火力時） 

153/153 W (大火力時） 

191/191 W (大乂力時） 

62/ 62 W (ル义力時） 

70/ 70 W (ル乂力時） 

80/ 80 W (ル乂力時） 

待機時 

1.0/1.0 W 

まを 装置 

停電まを装置、巧震 S 動消义装置、燃焼制御装置、点义まを装置 
不完を燃焼防止装置、週熱防止装置、消し忘れ消义装置 

その他の装置 

室温異甫高温防止装置 


保証と アフターサービス 


使用方法•おま入れのしかた•修理のご相談、別売部品の購入などは、お買 
い上げの販売店にご相談<ださい 


〇〇 _巧証について 


♦保疆書(別添な） 

販売店で必要事項を記入しでおおししますので、記入内容をお確かめのラえ、内容をよくお 
読みのあと、大切に保管しでください。 

参保疆期間 

保証期間は、お買い上げ曰から本体 3 年間です。なお、消耗部品(ミ由フィルター、ファンフ 
ィルター）の取り曽えは、保証期間かでち有料となります。化にち有料となることびありま 
すので、保証書をよくお読みください。 


仕様•保証とアフタ—サ—ビス 点巧•その他 
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保証と アフターサービス (ごづを) 


m 


[〇〇 補修用性能部品について 


OQIM 


〇補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

〇本ファンヒーターの補修巧性能部品は、製造巧のり後9巧保有しでいます。 


[〇〇 修理を依巧されるとをは 



〇「が障-異常の見分けかたと処置のしかた"こ 
従ってお調べください。<2^<27^<2^ 

〇処置を行なってち直らないときは、ご使巧を 
中止し、必ず電源プラグをコンじントから巧 
いで、お買い上げの販売店にご相談ください。 
そのとさは、ちの事頂をご連絡ください。 


品 ち：ダイニチブルーヒータ ー 

型すの呼び：本化側面に表/示 
お買い上げ曰：保證書に記載 
巧障の症状：エラー表/示など、でぎる 
だけ詳しく 


•保疆巧間中 

修理に際しましでは、保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店び修理させでい 
ただきます。 

•保疆期間び過ぎでいるとぎ 

修理すれば使巧できるときには、ご希望により 
有料修理させでいただきます。 

参修理料を 

技術料+部品代 (+ 出張料)などで構成されでいます。 





〇修理などでフアンヒーターを運搬す 
るとぎは、必ず力ートリツジタンク- 
巧受皿巧のな巧を巧いでください。 
運搬の透かでななびこぼれて周囲を 
巧すおそれびあります。<25^ 


(使ちちる*おま入れのしかた*修理のご相談、別売部品の購入など) 


お客様ご相談窓□(适話料無料） 

TEL 0120 -468-1 10 
FAX 01 20-468-220 

<受付時間> 

11月〜1月9:00〜19:00 

(±は〜17:00、曰•祝曰 • ホ末を抱は休み） 

2月〜10月9:00〜12:00、13:00〜17:00 
仕•曰-祝曰は休み） 

※型すの呼び(本体側面に表示)をご確認のラえ、ご運絡ください。 


ダイニチェ業な巧含社におけるお客様の個人情報のお取0扱いについで 


1. ダイニチェ業株す合な(な下「辭巧」）は、お客様の個人情報をお客様からのご相談への巧脑や修理及び 
その確認などに利巧させでいただき、これらの目的のためにご相談内容の記録を残すことびあります。 

2. 巧の場含を除き、辭巧な外の第=者に個人情報を提供-開示することはありません。 

①修理やその確認業務を委託する場合 
⑨るちの定める規定に昼ブく場含 

3. 個人情報に関するご相談は、お問い含ねせいただきました窓□にご相談ください。 

【り 9イ=<工業拥巧舍社 

干 950-1 295新漏巿南区北田中 780-6 
ホームぺージ http://www.dainichi-net.co.jp/ 


インターネットからのお問い台わせ 
<24時間受付〉_ 

〇インターネット[ダイニチェ業 


「お客様サボート/お問い合わせ J 
http://www.dainichi-net.co.jp/support/ 


m 
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